


　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

年
明
け
を
心
新
た
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
と
し
て
就
任
し
て
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
ま
し
た

皆
様
と
の
信
頼
と
絆
を
大
切
に

「
１
０
０
年
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
今
年

も
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

酒
々
井
町
は
、
ご
存
じ
の
と
お

り
、
今
年
で
町
制
施
行
１
２
８
年

目
を
迎
え
る
日
本
で
一
番
歴
史
の

古
い
町
で
あ
り
ま
す
。
千
葉
氏
に

ゆ
か
り
の
あ
る
当
町
は
、
昨
年
約

百
年
ぶ
り
に
千
葉
氏
の
居
城
「
本

佐
倉
城
」
の
城
下
で
行
わ
れ
て
い

た
祭
り
を
「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま

つ
り
」
と
し
て
復
活
再
現
し
、
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

酒
々
井
町
は
、
都
心
か
ら
50
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
り
、
町
域

面
積
が
19
・
01
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
県
内
で
２
番
目
に
小
さ
い
自

治
体
な
が
ら
、
鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
２

駅
、
京
成
２
駅
の
４
駅
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
は
国
道
51
号
と

国
道
２
９
６
号
が
町
内
で
交
差
す

る
ほ
か
、
近
年
、
東
関
東
自
動
車

道
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
設
に
よ
り
、
東
京
都
心
部
や
成

田
国
際
空
港
と
結
ば
れ
、
町
の
交

通
環
境
は
高
い
水
準
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

産
業
に
お
い
て
は
、
酒
々
井
プ

レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
開

業
以
来
、
年
間
６
０
０
万
人
を
超

え
る
来
場
者
が
訪
れ
る
な
ど
、
飛

躍
的
に
町
の
知
名
度
が
向
上
し
ま

し
た
。
こ
の
大
型
商
業
施
設
の
あ

る
町
の
南
部
地
区
は
、
現
在
も
周

辺
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
新
た

な
雇
用
の
場
も
生
み
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
地

勢
で
交
通
環
境
が
良
く
、
雇
用
の

増
加
と
住
宅
需
要
の
高
ま
り
に
応

え
得
る
都
市
的
未
利
用
地
が
駅
の

周
辺
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
に
あ

っ
て
、
人
を
引
き
付
け
る
魅
力
と

持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
条
件
を
背
景
に
、
町
独
自
の
施

策
を
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と

で
、
今
後
更
な
る
飛
躍
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
独
立
の
道
を
歩
ん

で
き
た
誇
り
を
持
っ
て
、
今
後
も

末
永
く
発
展
し
続
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

酒
々
井
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と
し
て
、

子
育
て
の
相
互
援
助
活
動
の
連
絡

調
整
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
、
身
近
な
場
所
で
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
相
談
を
行
う

利
用
者
支
援
事
業
を
始
め
ま
し

た
。

　

中
学
生
の
学
習
支
援
と
し
て
補

習
授
業
を
行
う
未
来
塾
を
開
設
し

た
ほ
か
、
中
学
三
年
生
の
英
語
検

定
の
検
定
料
を
助
成
す
る
「
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
Ｅ
」
事
業
を
始
め
ま
し

た
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
中
学
生
ま
で
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

◎
高
齢
者
・
介
護
支
援
・
予
防

　

主
に
75
歳
以
上
の
ご
夫
婦
ま
た

は
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
を
対
象

に
、
平
常
時
の
「
見
守
り
」
や
「
声

か
け
」、
非
常
時
の
避
難
支
援
を

目
的
に
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登

録
制
度
に
よ
る
名
簿
登
録
を
推
進

し
ま
し
た
。
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を

予
防
す
る
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

千葉氏まつりでの仮装行列の様子

昨
年
を

　
振
り
返
っ
て

2

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

酒々井町長
小 坂 泰 久

“高品質でおしゃれなコンパクトシティ”

～町の魅力づくりと
100 年安心して住めるまちづくりを目指して～



中学生を派遣したオーストラリア現地校での体験授業

ス
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
の
創
造
支
援

と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を

活
か
す
た
め
の
就
業
援
助
、
健
康

増
進
に
資
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
機
能
充
実
支
援
、
荒
廃

地
環
境
保
全
事
業
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
介
護
予
防

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
動
機
づ
け

と
し
て
、
老
人
福
祉
大
会
、
80
歳

を
祝
う
青
年
式
な
ど
を
開
催
し
ま

し
た
。

◎
ま
ち
づ
く
り
施
策

　

町
の
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
た
め
「
景
観
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

◎
農
業
施
策

　

将
来
の
農
業
者
を
育
て
る
た

め
、
農
業
用
機
械
の
取
得
等
を
支

援
す
る
担
い
手
育
成
支
援
事
業
を

始
め
ま
し
た
。

◎
交
流
事
業
の
推
進

　

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現

地
校
で
の
体
験
学
習
に
よ
り
英
語

力
と
異
文
化
理
解
を
深
め
、
国
際

化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
、
中
学
生
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
派
遣
（
国
際
交
流
派
遣
事

業
）
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

他
県
の
児
童
と
の
交
流
と
自
然
体

験
学
習
を
兼
ね
た
、
北
海
道
陸
別
町

と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
防
災
・
防
犯

　

自
主
防
災
組
織
に
、
防
災
資
機

材
の
購
入
経
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
防
災
用
資
機
材
や
災
害
用
備

蓄
品
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
に
地

震
、
洪
水
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
掲
載
し
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で

詳
細
な
災
害
・
避
難
情
報
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
防
犯

に
つ
い
て
は
、
地
域
防
犯
力
の
向

上
を
図
る
た
め
に
防
犯
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
第
５
次
町
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
（
５
年
）
の
初

年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

後
期
基
本
計
画
で
は
、
現
在
ま
で

の
発
展
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、

将
来
の
町
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。
後
期
基
本
計
画

は
、
現
在
、
３
月
策
定
に
向
け
作

業
中
で
す
が
、
総
合
計
画
に
示
さ

れ
る
６
つ
の
基
本
目
標
に
立
ち
返

り
、
町
民
の
皆
様
と
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
む
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◎
健
康
福
祉

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
い
つ
ま
で
も

元
気
な
く
ら
し
を
楽
し
め
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、

若
い
世
代
の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

◎
教
育
文
化

　

子
ど
も
た
ち
が
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
の

調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」
を

養
え
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
教
育
の

６
つ
の
基
本
目
標
に
掲
げ
る
要
旨

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
誰
も
が
、
町
の
歴
史
と
文

化
、
そ
し
て
自
然
を
愛
し
、
郷
土
・

酒
々
井
に
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る

よ
う
に
文
化
創
造
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

◎
生
活
環
境

　

安
全・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
防
災
対
策
の
徹
底
し
た
取

り
組
み
お
よ
び
防
犯・
交
通
安
全
、
消

防・
救
急
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
世
代
に
良
好
な
自
然
環
境
を

受
け
継
ぐ
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
精
神
で
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

の
再
生
・
再
利
用
、
更
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、

自
然
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

◎
都
市
基
盤

　

小
さ
な
面
積
の
中
に
鉄
道
４
駅

が
存
在
す
る
当
町
は
、
ク
オ
リ
テ

ィ
ー
の
高
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
創
出
す
る
要
素
が
備
わ
っ
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
高
い
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
計
画
的
な
土
地

利
用
等
に
よ
り
、
生
活
機
能
の
整

っ
た
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

町
名
の
と
お
り
、
水
に
恵
ま
れ

た
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る

た
め
、
地
下
水
の
涵か
ん
よ
う養

等
水
循
環

系
の
再
生
、
水
害
の
防
止
の
た
め

の
調
節
池
整
備
や
貯
留
浸
透
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
産
業
経
済

　

酒
々
井
南
部
地
区
新
産
業
団

地
、
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
へ
の
優
良
企
業
の
誘
致
を
進

め
ま
す
。

　

農
業
、
農
業
者
の
育
成
と
支
援
、

優
良
農
地
の
保
全
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
農
業
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

農
業
、
工
業
、
商
業
、
観
光
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産

業
振
興
を
図
り
ま
す
。

◎
地
域
社
会
と
行
財
政

　

地
域
の
暮
ら
し
の
問
題
を
町
民

自
ら
が
解
決
す
る
た
め
の
支
援
や

動
機
づ
け
に
取
り
組
み
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
努
め
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
の
充
実
を
図

り
、
町
民
同
士
の
心
が
か
よ
う
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ
た
え
る

た
め
、
今
年
も
全
力
で
町
政
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り

後
期
基
本
計
画
と
ま
ち
づ
く
り



　

平
成
28
年
度
社
会
教
育
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
、
永
田
光
哉
さ

ん
が
社
会
教
育
計
画
の
部
で
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
よ
り
30
年
間
、
酒
々

井
ユ
ネ
ス
コ
協
会
お
よ
び
県
ユ
ネ

ス
コ
協
会
連
絡
協
議
会
の
活
動
に

尽
力
し
、
平
成
22
年
よ
り
２
期
４

年
間
、
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
絡
協

議
会
の
副
会
長
を
務
め
、
児
童
の

国
際
理
解
教
育
と
平
和
教
育
に
関

わ
っ
て
き
た
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４ 。

　

11
月
10
日
、
富
山
県
富
山
市
で

開
催
さ
れ
た
第
45
回
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、
町
水
仙
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
京
増
恒
さ
ん

が
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

京
増
さ
ん
は
、
平
成
22
年
4
月

よ
り
会
長
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
加
入
促
進
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

文
部
科
学
大
臣

社
会
教
育
功
労
者

表
彰
受
賞

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

酒々井中学校3年生
　『税の作文・標語』で表彰

♦税の作文　酒々井町長賞♦
「税金のある世界、ない世界」

　中学校で税について学ぶ集会があり、そこで流
されたビデオを私は見た。
　大きな穴が開いたままの道路、学校に行くお金
がなくてコンビニの前にたむろする子どもたちな
ど、アニメーションで描かれた街の様子にはとて
も違和感があった。人々の表情はみんなうつろ
で、元気がないように見えた…この街には税金と
いうものがないのだ。
　税金のない世界なんて想像しにくいが、今ある安
心や安全の大部分が失われてしまうのは確かだ。
　道路にあった穴やヒビ割れは気づくときれいに
直されているし、夕食のサラダの野菜も、税金に
よって安心できるものだと考えられる。その安心
と安全を、全て自分たちの手で維持しなければな
らないとしたらどうだろう？
　それぞれに専門の知識が必要で、人数が足りな
いとできないものもある。自分ができないことの
一つ一つにお金を払わなければいけないのは、か
なり大きな負担ではないだろうか。
　税金は、それらのものを一つにまとめて、ある
程度の生活を保つため、みんなに行き渡らせるこ
とのできる仕組みだと思う。
　さまざまな視点から「公平に」お金を集めて、
社会が成り立つために最低限必要なところに分配す
る。この仕組みによって私たちはたくさんの権利が
保障され、やりたいことができるようになる。
　今、当たり前になっていることの多くが、税金
によって支えられていることを忘れないようにし
たい。

　　　　　　　酒々井中学校　３年　柳原あかり

　成田税務署、管内納税貯蓄組合連合会および成田間税会で
は、税について関心を持ち、正しい理解を深めてもらうことを
目的に、毎年、中学生から、「税の作文・標語」を募集し表彰
しています。
　今年度、酒々井中学校から５人の３年生が表彰されましたの
でご紹介します。
◆税の作文　
【酒々井町長賞】　柳

やなぎはら

原あかりさん
【成田税務署管内納税貯蓄組合連合会　佳作】　仁

に き

木桃
も も こ

子さん
◆税の標語
【成田間税会　優秀賞】　柏

かしわばら

原仁
に い な

南さん
【成田間税会　佳作】　中

な か い

井春
は る か

花さん、中
な か む ら

村春
は る か

香さん
問い合わせ　税務住民課収税班☎ １１６

前列（左から）柳原さん、小坂町長、木村教育長、仁木さん、
後列（左から）中村さん、中井さん、柏原さん、加瀬校長

4

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

永
な が た

田　光
みつちか

哉さん
（酒々井）

京
きょうそう

増　恒
つね

さん
（上本佐倉）



【
夜
の
冷
え
込
み
に
注
意
】

　

気
温
が
０
℃
以
下
に
な
る
と
、

蛇
口
、
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー

が
凍
結
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
、
凍
結
に
よ
る
破
裂
事
故

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
な
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
水
道

管
や
蛇
口
は
、〈
図
１
〉の
よ
う
に

防
寒
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

▼
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る▼
家
の
北
側
な
ど
日
陰
に
あ
る

▼
風
あ
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る 。

　

町
で
は
、
国
の
無
線
整
備
規
則

の
改
正
お
よ
び
導
入
か
ら
20
年
以

上
が
経
過
し
、
機
器
類
等
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
防

災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
を
ア
ナ

ロ
グ
方
式
か
ら
拡
張
性
の
あ
る
デ

ジ
タ
ル
方
式
へ
の
改
修
工
事
を
今

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
５
カ
年

で
実
施
し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
な
る
こ
と

で
、
緊
急
情
報
メ
ー
ル
な
ど
が
可

能
と
な
り
、
近
年
多
発
し
て
い
る

大
規
模
自
然
災
害
等
の
緊
急
情
報

を
迅
速
か
つ
広
く
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
工
事
期
間
】

　

１
月
中
旬
か
ら
平
成
33
年
2
月

末【
工
事
概
要
】

・
親
局
機
器
類
の
新
設

・ 

防
災
情
報
伝
達
装
置
の
導
入

（
緊
急
情
報
メ
ー
ル
な
ど
）

・
屋
外
拡
声
子
局
の
改
修
お
よ
び

増
設

・
遠
隔
制
御
装
置
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
消
防
組
合
）

【
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
】

・
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
（
緊
急
情
報

メ
ー
ル
等
）
へ
の
一
斉
配
信
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

・
防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
に
よ
り
、
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ

た
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

・
雑
音
が
低
減
さ
れ
放
送
の
音
質

向
上
が
図
れ
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
】

・
平
成
23
年
に
テ
レ
ビ
が
地
上
デ

ジ
タ
ル
波
へ
変
更
し
た
よ
う
に
、

防
災
行
政
無
線
も
デ
ジ
タ
ル
波
に

変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

ご
使
用
さ
れ
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ

お
よ
び
戸
別
受
信
機
が
平
成
33
年

2
月
末
の
整
備
工
事
終
了
後
は
、

ご
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。（
防

災
ラ
ジ
オ
の
Ａ
Ｍ
・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

は
使
用
で
き
ま
す
。）

※
屋
外
拡
声
子
局
の
近
く
に
お
住

ま
い
の
方
々
に
は
、
工
事
期
間
中

は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

水
道
管
が
凍
結
し
な
い
よ
う
に

防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い

寒
さ
は
水
道
管
の

大
敵
で
す

＜図 1＞むき出しの水道管の防寒方法
　

ま
た
、
防
寒
対
策
を
忘
れ
て
な

ら
な
い
も
の
に
水
道
メ
ー
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍

結
し
た
り
破
裂
し
た
り
す
る
と
、

水
道
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
場
合
】

　

蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
場

合
は
、
蛇
口
を
開
い
て
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇

口
に
近
い
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
る

と
破
裂
し
た
り
ヒ
ビ
割
れ
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
た
場
合
】

　

万
が
一
、
破
裂
し
た
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー

プ
を
巻
き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し

て
か
ら
、〈
表
１
〉
の
町
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

＜表１＞ 町指定給水装置工事事業者（町内）

事業者名 電話番号
㈾アイキョウ （４９６）２４３３

カトウプランニング （４８１）６３１０

㈲技建工房 （４９６）８２８７

白井工業㈱ （４９６）０７０２

山崎産業㈱ （４９６）０５４１

㈱ヤマロク （４９６）９６５６

内　　容：①手荷物カート回収員
　　　　　②エスカレーターご利用案内員
雇用形態：パート社員
勤 務 地 ：成田国際空港ターミナル内
時　　給：950円
時　　間：6：00～23：00の間で5時間
休　　日：シフト制
待　　遇：賞与あり、退職金制度あり
　　　　　通勤手当（規定により支給）
　　　　　労災保険、契約社員登用あり
※まずはお気軽にお電話下さい！
　（受付：平日9：00～18：00）

株式会社成田空港ビジネス

成田国際空港長期パート大募集

TEL：0476-32-6566（担当/採用係）
〒282-0004　成田市成田国際空港内
　　　　　　第2駐車場ビル北棟 １階P1056

◆2017年１月10日㈫　13：00～15：00
　　　　ハローワーク佐原　（香取市北1-3-2）
◆2017年１月12日㈭　13：30～15：30
　　　　ハローワーク成田本庁舎　（成田市加良部3-4-2）

丁寧な研修で安心して勤務できます！

① 手荷物カート回収員
② エスカレーターご利用案内員

パート→契約社員への登用あり！

中高年の方活躍！ 賞与あり！

広告

業務説明会
開催!
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防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す



登
録
者
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
　
非
常
勤
嘱
託
員

協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
で
は
、
役
場
臨
時
職
員
お
よ

び
非
常
勤
嘱
託
員
の
採
用
に
関
し

て
、
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
登

録
後
、
欠
員
な
ど
が
生
じ
た
場
合

に
、
面
接
等
を
行
い
採
用
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
採
用
す
る
人
員
枠
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
し
て

も
任
用
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
要
件

・
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満

18
歳
に
達
し
て
い
る
方
。

・
業
務
に
よ
っ
て
は
免
許
・
資
格

を
要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
職
種
内
容

 

臨
時
職
員

　

業
務
繁
忙
期
に
お
け
る
臨
時
業

務
、
あ
る
い
は
職
員
の
補
助
業
務

ま
た
は
職
員
が
産
休
、
育
児
休

業
、
病
気
休
暇
を
し
た
際
の
代
替

業
務
な
ど
で
す
。

 

非
常
勤
嘱
託
員

　

法
令
等
に
根
拠
を
有
す
る
職
、

専
門
的
な
資
格
も
し
く
は
免
許
を

要
す
る
職
、
ま
た
は
高
度
な
専
門

知
識
も
し
く
は
相
当
経
験
を
要
す

る
職
等

◆
賃
金
な
ど

　

業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

◆
応
募
方
法

　
「
嘱
託
員
等
登
録
申
込
書
」
お

よ
び
免
許
・
資
格
証
の
写
し
（
免

許
や
資
格
が
必
要
な
職
種
の
場
合

の
み
）
を
住
民
協
働
課
に
提
出
。

（
郵
送
不
可
）
※
嘱
託
員
等
登
録

申
込
書
（
町
指
定
様
式
）
は
、
住

民
協
働
課
窓
口
に
て
受
け
取
る

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
等

　

役
場
各
課
で
欠
員
等
が
生
じ
た

段
階
で
、
直
接
、
担
当
課
か
ら
連

絡
し
ま
す
。

【
登
録
か
ら
任
用
ま
で
】

①
嘱
託
員
等
登
録
申
込
書
を
住
民

協
働
課
に
提
出
（
登
録
完
了
）。

②
職
員
の
欠
員
等
に
よ
り
、
臨
時

職
員
お
よ
び
非
常
勤
嘱
託
員
を
必

要
と
し
た
時
、
登
録
申
込
者
の
中

か
ら
選
考
し
、
直
接
電
話
連
絡
等

を
し
ま
す
。

③
選
考
試
験
（
書
類
審
査
ま
た
は

面
接
・
試
験
等
）

　

町
で
は
、
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

自
発
的
な
意
思
に
よ
り
営
利
を

目
的
と
し
な
い
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
（
個
人
）

を
い
い
ま
す
。

　

登
録
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
確
約
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
応
募
要
件

・
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
満

18
歳
に
達
し
て
い
る
方
。

◆
活
動
内
容

・
道
路
や
公
園
な
ど
の
清
掃
活
動

・
花
を
植
え
る
運
動

・
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援

・
安
全
安
心
、
子
育
て
支
援
の
活

④
決
定
通
知

※
任
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も

登
録
期
間
中
は
欠
員
補
充
員
と
し

て
引
き
続
き
必
要
に
応
じ
て
、
選

考
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

、

問
い
合
わ
せ　

住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

３
６
１
・
３
６
２

臨時職員・非常勤嘱託員・協働ボランティア・共通事項
◆登録の有効期間
　　平成29年４月１日から平成32年３月31日までの３年間（提出書類に変更が生じた場合は、その都
　度新たに提出が必要です。）
◆受付
　　役場開庁時間内（平日８時30分～17時15分）に随時受け付けます。ただし、平成29年４月１日か
　ら、臨時職員および非常勤嘱託員の採用を希望される方は、平成29年１月31日までに登録をお願い
　します。

動・
そ
の
他
自
発
的
な
社
会
貢
献
活

動◆
賃
金
な
ど

　

賃
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
、
町
か
ら

依
頼
し
た
活
動
に
つ
い
て
の
み
、

町
の
負
担
で
加
入
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　
「
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申

込
書
」
を
住
民
協
働
課
に
提
出
。

（
郵
送
不
可
）
※
協
働
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
申
込
書（
町
指
定
様
式
）

は
、
住
民
協
働
課
窓
口
に
て
受
け

取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
活
動
依
頼

　

役
場
各
課
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
必
要
が
生
じ
た
段
階
で
、
直

接
、
担
当
課
か
ら
依
頼
い
た
し
ま

す
。

【
登
録
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

依
頼
ま
で
】

①
協
働
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込

書
を
住
民
協
働
課
に
提
出
（
登
録

完
了
）。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
し
た

時
、
登
録
申
込
者
の
中
か
ら
選
考

し
、
担
当
課
よ
り
直
接
電
話
連
絡

等
を
し
ま
す
。

③
担
当
課
に
よ
る
登
録
者
へ
の
活

動
内
容
の
説
明

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
従
事

、
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
と
は
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人
︻
利
用

会
員
︼
と
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

︻
協
力
会
員
︼
双
方
が
会
員
と
な

り
、
お
子
さ
ん
の
お
預
か
り
や
送

迎
な
ど
を
有
償
で
行
う
地
域
の
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

協
力
会
員
が
不
足
し
て
い
る

と
、
利
用
会
員
が
協
力
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
時
だ

け
で
大
丈
夫
で
す
。
協
力
会
員
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

︽
会
員
に
な
る
に
は
？
︾

︻
利
用
会
員
︼
説
明
会
に
参
加
す

　

町
は
、
上
岩
橋
地
区
に
開
院
を

予
定
し
て
い
る
医
療
法
人
社
団
千

葉
光
徳
会
中
沢
病
院
（
現
：
富
里

市
）
と
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る

協
定
を
11
月
30
日
に
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
域
医
療
、
保

健
、
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
双
方

が
協
力
し
、
地
域
住
民
の
健
康
や

福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

病
院
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
（
平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保

護
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入

学
説
明
会
を
開
催
し
、
当
日
受
付

時
に
入
学
通
知
書
を
配
布
し
ま

す
。

※
上
履
き
と
筆
記
用
具
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　 
酒
々
井
小
学
校

期　

日　

１
月
20
日
㈮

受　

付　

９
時
～
９
時
20
分

会　

場　

酒
々
井
小
学
校
３
階
ラ

ン
チ
ル
ー
ム

 

大
室
台
小
学
校

期　

日　

１
月
26
日
㈭

受　

付　

９
時
10
分
～
９
時
25
分

会　

場　

大
室
台
小
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学
校

教
育
班
☎

３
１
１

し
す
い
ま
ち
フ
�
ミ
リ
�
・
サ
ポ
�
ト
・
セ
ン
タ
�
事
業
 

説
明
会
・
研
修
会
の
お
知
ら
せ

し
す
い
ま
ち
フ
�
ミ
リ
�
・
サ
ポ
�
ト
・
セ
ン
タ
�
事
業
 

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︻
協
力
会
員
・
両
方
会
員
︼説
明
会
、

基
礎
研
修
会
の
両
方
に
参
加
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
入
会
説
明
会

日　

時　

１
月
12
日
㈭　

９
時
～

10
時（
次
回
説
明
会
２
月
16
日
㈭
）

会　

場　

西
庁
舎
２
階
第
２
会
議

室〇
基
礎
研
修
会　

日
時
・
内
容　

〈
表
〉
の
と
お
り

※
保
育
士
、
看
護
師
お
よ
び
自
治

体
等
で
規
定
す
る
子
育
て
支
援
員

の
研
修
を
修
了
し
た
方
、
そ
の
他

の
免
許
や
経
験
等
を
確
認
が
で
き

る
場
合
は
、
特
定
の
研
修
が
免
除

日　　時 研修内容 会　場

１ ２月16 日㈭
10 時～ 16 時

・子どもの遊び
・絵本の読み聞か
　せ等 西庁舎２階

第２会議室

２ ２月 23 日㈭
９時～ 16 時 

・救急講習
・子どもの発達・
　発育等

３

２月 27 日㈪～
３月３日㈮の
期間内で１日
９時～ 15 時

・保育体験実習 岩橋保育園
中央保育園

４

２月 27 日㈪～
３月３日㈮の
期間内で 1日
16 時～ 18 時

・学童保育
・体験実習

しすいっ子
大ちゃん学童

５ ３月９日㈭　
９時～ 13 時

・子どもの栄養
・調理実習

生涯生活
センター

〈表〉基礎研修会日時・内容

小
学
校

入
学
説
明
会

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ど

も
課
子
育
て
支
援
班
☎

３
７
３

・
３
７
４

町
と
医
療
法
人
社
団
千
葉
光
徳
会

と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

小
坂
町
長
は
「
こ
の
協
定
に
よ

り
さ
ら
に
住
民
が
安
心
し
て
暮
し

て
い
け
る
。
町
も
病
院
と
連
携
し

て
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎

（
４
９
６
）
０
０
９
０

連携協定を締結した徳田理事長（右）と小坂町長

病
院
完
成
予
想
図
（
同
病
院
か
ら
提

供
）
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成
田
税
務
署
で
は
、
平
成
28
年

分
の
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定
申

告
書
作
成
・
提
出
会
場
を
次
の
と

お
り
設
置
し
ま
す
。

会　

場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２

階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
イ

ン
グ
土
屋
24
）

期　

間　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

２
月
10
日
㈮
～
３
月
15
日
㈬

※
２
月
19
日
㈰
、
２
月
26
日
㈰
に

限
り
休
日
開
場
し
ま
す
。

時　

間　

受
付
９
時
～
16
時
（
提

出
は
17
時
ま
で
）

※
９
時
か
ら
10
時
ま
で
は
立
体
駐

車
場
３
階
の
連
絡
通
路
か
ら
入
る

２
階
「
Ｃ
」
入
口
が
専
用
口
に
な

り
ま
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス　

京
成
成
田
駅
６

番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
乗
車
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
成
田
で
下
車

︹
ご
注
意
く
だ
さ
い
︺

▼
納
税
証
明
書
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
成
田
の
会
場
で
は
発
行
し
て
い

ま
せ
ん
。
成
田
税
務
署
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
に
は
、
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
作
成
済
み
の
申
告
書
は
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
、
成
田
税
務

署
内
で
提
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
署
内
に
確
定
申
告
書
の
作
成

会
場
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
分
か
ら
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・

個
人
消
費
税
の
確
定
申
告
書
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。
被

扶
養
者
が
い
る
方
は
、
被
扶
養

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
を
提
出
す
る
際
は
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
申

告
さ
れ
る
ご
本
人
の
本
人
確
認

書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添

付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
確
認
を
行
う
時
に
使
用

す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、〈
表
〉

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
も

申
告
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

成
田
税
務
署
☎

０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

※
電
話
は
自
動
音
声
に
て
お
受

け
し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者

が
お
答
え
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

未
満
の
方
の
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
月

（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
封
書
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
同
封
さ
れ
た
書

類
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取

得
届
書
」に
記
入
し
、
誕
生
月（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
内
に
税

務
住
民
課
年
金
班
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
）
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

●
保
険
料
は

　

月
額
１
６
，
２
６
０
円
で
す
。

（
毎
年
度
見
直
さ
れ
ま
す
）

●
保
険
料
の
納
付
方
法
は

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
翌
月
末
日
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
他
に
も
口
座
振
替
や
前
納

（
ま
と
め
て
前
払
い
）
で
納
め
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。

●
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
場
合
は

　

学
生
の
方
は
、
学
生
証
（
コ
ピ

ー
可
）
を
持
参
の
う
え
「
学
生
納

付
特
例
申
請
書
」
を
、
学
生
以
外

の
方
は
「
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

書
」
を
「
資
格
取
得
届
書
」
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
住
民
課
年
金

班
☎

１
２
１
・
１
２
２

　

県
お
よ
び
県
内
市
町
村
で
は
、

法
律
の
定
め
に
よ
り
、
給
与
所
得

者
の
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
天

引
き
す
る
特
別
徴
収
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

　

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
収
入
が

あ
る
方
は
、
平
成
30
年
度
課
税
分

（
平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
給
与
所
得
）
よ
り
、
す
べ
て
の

給
与
を
合
算
し
た
う
え
で
税
額
を

計
算
し
、
主
た
る
勤
務
先
の
給
与

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
と
は
、
給
与
収
入
か

ら
計
算
に
よ
り
求
め
た
必
要
経
費

（
給
与
所
得
控
除
）
を
差
し
引
い

た
金
額
を
い
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

　

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
さ
れ

る
と
申
告
書
の
提
出
先
に
足
を
運

ぶ
必
要
が
な
く
、
ま
た
、
添
付
書

類
を
省
略
で
き
た
り
、
還
付
金
が

早
く
返
っ
て
く
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

二
十
歳
に
な
�
た
ら

国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を

※法定調書の作成などを行う事業者に対してマイナンバーを提供する必要がある場合に、写真表示のない身元確認書類の提示
　または写しの提出をするときには２種類以上必要です。

ト
が
あ
り
大
変
便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.

go.jp/

）

◆ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は
●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅等からe -Taxで送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　　などのうちいずれか1つ

《記載したマイナンバーの持ち主であることを
 確認できる書類》
●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード　　　　などのうちいずれか1つ※

◆ マイナンバーカードをお持ちでない方は

番号確認書類 身元確認書 類

8

２
月
10
日
㈮
か
ら

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で

確
定
申
告
作
成
会
場
を
開
設

申
告
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
！

給
与
収
入
が
２
か
所

以
上
あ
る
方
の
住
民
税

〈表〉本人確認書類



　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋

の
他
に
償
却
資
産
（
事
業
に
用
い

る
機
械
・
備
品
等
の
資
産
）
に
つ

い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
も
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。〈
表
〉
を
参
考
に
申
告

が
必
要
と
な
る
方
は
、
償
却
資
産

申
告
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
税
務
住
民
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
太
陽

光
発
電
設
備
は
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
と
な
る
年
度
か
ら
３

年
度
分
の
課
税
標
準
が
３
分
の
２

の
額
と
な
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

取
得
時
期
に
よ
っ
て
特
例
対
象

と
な
る
設
備
や
申
告
時
に
必
要
な

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
平
成
24
年
５
月
29
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

場
合

対
象
設
備　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定

を
受
け
た
太
陽
光
発
電
設
備
（
低

圧
か
つ
発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト

未
満
の
住
宅
等
太
陽
光
発
電
設
備

を
除
く
）

必
要
書
類　

・
経
済
産
業
省
が
発
行
す
る
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

認
定
通
知
書
」
の
写
し

・
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約

書
の
写
し

■
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た

場
合

対
象
設
備　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
者
支
援
事
業
費
に
係
る
補

助
を
受
け
た
自
家
消
費
型
の
太
陽

光
発
電
設
備

必
要
書
類　

・﹃
一
般
社
団
法
人　

環
境
共
創

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
﹄が
発
行
し
た「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支
援

事
業
費
補
助
金
交
付
決
定
通
知

書
」
の
写
し

申
告
期
限　

１
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ　

税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
５

設置者 売電方法 申告の必要性

法人
個人事業主

全量売電 発電出力や売電方法に関わらず
事業用の資産となり、償却資産の
申告が必要です。

事業で使用した余剰電力の売電

全量を事業で使用（売電しない）

個人
（住宅用）

全量売電 発電出力が 10Kw 以上の場合は、
償却資産の申告が必要です。余剰電力の売電

全量を家庭で使用（売電しない） 申告は不要です。

〈表〉設置者による償却資産申告の必要性

広告

　

固
定
資
産
税
の
課
税
は
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
で
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
課
税
を
行
い
ま
す
。

　

登
記
の
あ
っ
た
資
産
に
つ
い
て

は
法
務
局
か
ら
の
通
知
に
よ
り
異

動
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
登
記
の
な
い
家
屋
の
新
増
築

や
滅
失
、
ま
た
は
地
目
変
更
の
登

記
を
行
わ
ず
に
土
地
の
利
用
形
態

を
変
更
し
た
場
合
等
は
、
現
況
の

把
握
も
れ
に
よ
る
課
税
誤
り
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

前
述
し
た
状
況
に
該
当
す
る
よ

う
な
場
合
は
、
税
務
住
民
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

特
に
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
や
滅
失
登
記

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
必
ず

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
住
民
課
資
産

税
班
☎

１
１
５

　計量器の定期検査を実施します。これは計量法により２
年に１回実施し、商店・工場・病院・学校等で計量器を商
取引や各種証明（診断）などで使用している方は受検しな
ければなりません。
日　時　2月2日㈭　10時30分～12時、13時～15時
会　場　酒々井町役場　車庫
申し込み・問い合わせ　経済環境課商工観光班☎ 346
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太
陽
光
発
電
設
備
は
固
定
資
産
税
︵
償
却
資
産
︶
の
対
象
で
す

固定資産の現況把握に
ご協力ください

特定計量器定期検査（集合検査）の実施



　

町
立
図
書
館
は
蔵
書
点
検
の
た

め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

図
書
を
返
却
す
る
場
合
は
、
事
務

室
窓
口
ま
た
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ

お
願
い
し
ま
す
。
視
聴
覚
資
料
は

破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
に
は
入
れ
ず
、
直
接

事
務
室
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　

２
月
13
日
㈪
～
17
日

㈮※
13
日
㈪
・
14
日
㈫
は
プ
リ
ミ
エ

ー
ル
酒
々
井
も
休
館
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

町
立
図
書
館
☎
（

４
９
６
）
８
６
８
２

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

１
月
６
日
㈮
、
18
日
㈬
、
23
日
㈪

10
時
～
11
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

１
月
５
日
㈭
、
20
日
㈮
14
時
～
15

時
30
分

※
予
定
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
警
察
署
移
動

交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０

10

町
立
図
書
館
か
ら

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

１
月
の
移
動
交
番
開
設
日

後期基本計画（案）（平成29年度～33年度）に関する意見募集第5次酒々井町総合計画

　町では平成24年3月に第５次酒々井町
総合計画（計画期間：平成24年度から33
年度）を策定し、平成24年度から28年度
までを前期、平成29度から33年度までを
後期基本計画期間として定めています。
　後期基本計画の策定にあたり、町民の
皆様に後期基本計画（案）に対する意見
を募集いたします。

【策定の背景と位置づけ】
　総合計画は、時代の潮流や、町の現状、町民の声
に鑑み、まちづくりの基本理念や将来都市像、その
都市像を実現するための施策の方向性などを取りま
とめたものであり、町行政を総合的かつ計画的に
行っていく最上位の計画として定めるものです。
　第５次酒々井町総合計画におけるまちづくりの基
本理念は「みんなが主役、未来へつなぐまちづく
り」、将来都市像は「人 自然 歴史が調和した活力
あふれる町 酒々井」を掲げています。
【意見の提出方法】
　１月10日㈫から１月20日㈮までに、「第５次酒々
井町総合計画後期基本計画（案）に関する意見書」
（意見書は町ホームページおよび縦覧場所で取得で

きます）に、意見、氏名、住所、電話番号を記入
し、次のいずれかの方法で送付してください。
縦覧場所　町ホームページ、役場２階企画財政課、
中央公民館、プリミエール酒々井
電子メール　kikaku@town.shisui.chiba.jp
ファクス　（４９６）４５４１
郵送・持参　〒２８５‐８５１０　酒々井町中央台
４‐１１　酒々井町役場企画財政課企画総合調整班
宛て
※郵送の場合は、提出期間内の消印がある場合のみ
有効とします。
問い合わせ　企画財政課企画総合調整班☎ ２２２
・２２４

10大10大10大2016年
町の

2016年
町の ニュースニュース

スマートフォン・タブレット用アプリを
利用して町広報紙を配信

町初の無電柱化に着手（県道宗吾酒々井線
交差点から朝日橋、横町地区）

歴史と伝統ある酒々井中学校
開校70周年記念式典を開催

酒々井中学校出身坂倉将吾さん（平成25年度卒）
プロ野球広島東洋カープに入団

人間ドック費用の助成割合を7割に引き上げ
（国民健康保険・後期高齢者医療）

百余年の時を経て祭礼復活
「酒々井・千葉氏まつり」開催

「酒々井の水」ペットボトルの
ラベルをリニューアル

地域で子育て支援
「しすいファミリー・サポート・センター事業」開始

町政に堂々と質問
小学生も初参加しての「こども模擬議会」を開催

5
4
3
2
1 2月

4月

4月

10月

10月

10月

10月

11月

11月10
9
8
7
6

町民の健康と地域医療の充実
医療法人社団千葉光徳会と町が連携協定締結

10月

こんなこと
が

ありました
こんなこと

が

ありました



民生委員児童委員、主任児童委員一覧 （任期：H28.12.1 ～ H31.11.30）
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民生委員児童委員、主任児童委員を紹介します
　民生委員児童委員、主任児童委員が任期満了により、新たに平成28年12月１日厚生労働大臣、千葉県知
事からそれぞれ委嘱されましたのでご紹介します。
　民生委員児童委員が、皆さんの心配ごとなどを解決するために、専門機関の紹介や行政機関とのパイプ役
として、子どもからお年寄りまで町民の相談役として活動を行っています。相談内容や個人情報など秘密は
守られますので、困ったことや心配ごとがあるときは、お気軽にご相談ください。主任児童委員は、主に児
童に関する相談をお受けします。

氏　名 住　所 電　話 担当地域等 氏　名 住　所 電　話 担当地域等

大
おおみや

宮　綾
あ や こ

子 酒々井 1581-4 496-0709
上宿・中宿・横町・下

台
海
え び は ら

老原　信
の ぶ こ

子 東酒々井 3-3-464 496-1685 東酒々井３丁目

鶴
つるおか

岡　春
は る み

美 酒々井 1692 496-1015 下宿・停車場 土
ど ば し

橋　繁
しげあき

明 東酒々井 3-3-210 496-1616 東酒々井３丁目

櫻
さくらい

井　照
しょうか

嘉 本佐倉 696-1 496-1886 本佐倉・新堀 大
おおにし

西　真
まさのり

典 東酒々井 4-4-122 496-6867 東酒々井４丁目

藤
ふ じ た

田　美
み つ え

津枝 本佐倉 175-5 496-7187 成城台 松
ま つ い

井　信
の ぶ こ

子 東酒々井 5-5-328 496-1390 東酒々井５丁目

吉
よ し だ

田　義
よ し お

雄 上本佐倉 223 496-6371 本佐倉・上本佐倉 及
おいかわ

川　博
ひ ろ こ

子
東酒々井 6-6-8-1

03
496-6220 東酒々井６丁目

髙
たかいし

石　直
な お み

美 上本佐倉 170-1 496-3854 上本佐倉・本佐倉 北
き た の

野　勢
せ つ こ

津子 中央台 1-20-7 496-3788 中央台１丁目

實
じつかわ

川　澄
す み こ

子 馬橋 47-2 496-5424 馬橋 渡
わたなべ

邊　和
か ず み

美 中央台 2-17-3
090-1818-

3949
中央台２丁目

清
し み ず

水　啓
け い こ

子 墨 1112 496-0382 墨 新
あ ら い

井　光
み つ よ

代
中央台 3-1-10-40

4
496-1206

中央台３丁目

県営住宅

京
きょうそう

増　美
み え こ

恵子 尾上 637 496-1087 尾上・飯積 森
もり

　常
つ ね お

男
中央台 3-3-1-7-3

02
496-7190

中央台３丁目ハイツ・

県住５、７、１１棟

青
あ お き

木　俊
と し お

雄 中川 338 496-0076 中川 齋
さいとう

藤　明
あ き こ

子 中央台 4-7-4 496-1716 中央台４丁目

福
ふ く だ

田　正
まさひろ

宏 上岩橋 1375-4 496-0183
上郷・大崎・

ヘルシータウン
寺
てらもと

本　恵
え み

美 上本佐倉 1-3-14 496-1379 上本佐倉１丁目

木
き む ら

村　利
と し み

美 上岩橋 8 496-1079
卜ケ崎・大鷲・

ヒルズガーデン
大
おおしま

島　道
み ち こ

子 ふじき野 1-9-8 496-4922
ふじき野１丁目・

2丁目

相
あいきょう

京　勝
かつあき

明 柏木 572-3 496-0505 柏木 橋
はしもと

本　俊
しゅんいち

一 ふじき野 3-7-1 496-8142 ふじき野３丁目

河
かわしま

島　敏
としあき

明 下岩橋 337 496-2573 下岩橋 主　　任　　児　　童　　委　　員

斉
さいとう

藤　清
きよし

伊篠 715 496-4351
伊篠・伊篠新田・

篠山新田・今倉新田
莇

あざみ

　みどり 酒々井 975-3 496-3851 地域区別なし

日
ひ が さ

笠　昌
ま さ え

枝 東酒々井 1-1-351 496-4567 東酒々井１丁目 姶
あ い ら

良　恭
きょうこ

子 中央台 2-3-1-302 496-5236 地域区別なし

鱒
ますぶち

渕　て
て え こ

江子 東酒々井 2-2-220 496-6654 東酒々井２丁目 問い合わせ　健康福祉課福祉班☎ １３３



　地域に眠る資源（魅力）を
発掘し、その資源を生かした
まちづくりを住民みんなで学ぶ
「まちづくりセミナー」が開講中です。
　第７回は茨城大学特任准教授の長谷川幸
介先生によるセミナーです。
　長谷川先生は、当町で10月に開催したコ
ミュニティ・フォーラムのパネリストとし
て参加され、ユーモアに富んだ発言をされ
ました。当日は、楽しいお話を聞くことが
できると思います。
　申し込み制ですが、定員に満たない場合
のみ当日参加も受付します。

日　時　１月12日㈭　17時30分～19時30分
テーマ　地域の指導者として
会　場　役場分庁舎２階第２多目的室
定　員　40人　
参加費　無料
申込方法　電話または住民協働課窓口で直
接お申し込みください。
問い合わせ　住民協働課活動推進班☎  
３６１・３６２

期　日　３月12日㈰、３月19日㈰　※予備日26日㈰
会　場　白井市運動公園テニス場（砂入り人工芝）、南山公園テニ
ス場（砂入り人工芝）
種　目　一般男・女ダブルス、ベテランミックス（男子55歳以上、
女子50歳以上）、中学生男・女シングルス（29年度中学生）
参加資格　印旛郡市各市町在住・在勤者（中・高校生可）、各市
町テニス専門部加盟会員
参加費　成人ペア２，500円、成人と中・高校生ペア２，000円、
中・高校生ペア１，500円、中学生シングル800円（傷害保険加入）
※中学生シングルは当日徴収
申込期間　１月８日㈰～１月29日㈰
問い合わせ　町体育協会テニス専門部　長谷川☎（４９６）２７２０

　今年もシルバーをご利用いただくようお願い申し上げます

新年おめでとうございます

☎ 043-496-4077
（土,日,祝日を除く）

（公社）酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井１６７－５

楽しく・活動的に働く仲間を求めています。
家具の配置換えや不要家財の処分相談も受けます

身近な仕事のお手伝い。シルバーは安全・安心・安価です。 

希望者・興味のある方は電話してください。
パソコンも検索してね。

広告
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町がまるごと博物館
まちづくりセミナー

参加者募集

ー好評開催中です！ー

新春！親子たこづくり教室・たこあげ大会
【親子たこづくり教室】
日　時　１月15日㈰　９時～12時（受付８時30分～）
会　場　酒々井小学校体育館　
参加費　300円
持ち物　はさみ・カッター・定規・のり・筆記具・ドライヤー
対　象　町内在住・在勤の親子
定　員　30組（申込先着順）
申込締め切り日　１月12日㈭　※定員になり次第、締め切り
申し込み・問い合わせ 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
【たこあげ大会】
日　時　１月15日㈰ 13時30分～14時30分（受付13時～）
※ 雨天時は22日㈰ 10時30分～11時30分（受付10時～）
会　場　酒々井小学校グラウンド   ※ 参加費　無料
使用たこ　洋だこを除く手づくりだこ
対　象　町内在住・在勤の方
申込方法　当日現地でお申し込みください。
問い合わせ　生涯学習課社会教育班　☎（４９６）５３３４

第７回印旛郡市民親善テニス大会



　町内外から16チームが参加した第32回酒々井町長杯少年
野球大会が10月１日から総合公園野球場で開かれました。　
　酒々井ビッグアローズは３試合を勝ち抜いて決勝に進み、
10月30日に八街ジャガーズと対戦しました。
　両チームとも持てる力のすべてを出し合い、好ゲームとなり
ましたが、５対１で酒々井ビッグアローズが３年ぶりに優勝しま
した。
優　勝　酒々井ビッグアローズ
準優勝　八街ジャガーズ
第３位　白井ライナーズ、　栄町ヤングジャイアンツ
問い合わせ　生涯学習課スポーツ推進班☎（４９６）５３３４

　町体育協会ゴルフ専門部主催の「町ゴルフ大会」が11月17
日にレイクウッド総成カントリークラブ（成田市）で開かれ、37
歳から82歳までの160人がプレーしました。当日は絶好のゴル
フ日和となり、参加者は色づいた紅葉を満喫しながら、真剣
にプレーしていました。上位入賞者は次のとおりです。（敬称
略）
優　勝　山本　英司（写真中央）
準優勝　薬師堂　元弘（写真中央の左）
第３位　中村　昇（写真中央の右）
問い合わせ　生涯学習課スポーツ推進班☎（４９６）５３３４

　酒々井町バドミントンミックス大会が11月20日、大
室台小学校体育館で開かれ、一般の方35組70人が
参加しました。入賞された方は次のとおりです。（敬
称略）

　秋季町民卓球大会が１１月６日、酒々井小学校体
育館で開かれました。小学生の部から一般男女の
部まで38人の参加があり、各部門とも熱戦が繰り広
げられました。入賞した方は次のとおりです。（敬称
略）

問い合わせ　生涯学習課スポーツ推進班☎（４９６）
５３３４

問い合わせ　生涯学習課スポーツ推進班☎（４９６）
５３３４

３年ぶりに優勝した酒々井ビッグアローズのメンバー

飯塚副町長（左端）、石井部長（右端）と上位入賞した方々

【ミックスダブルス１部】
優　勝　伊藤・赤澤ペア　　準優勝　川嶋・村松ペア

第３位　紙谷・佐藤ペア、林・伊藤ペア

【ミックスダブルス２部】
優　勝　本道・髙橋ペア　　準優勝　小蔭・深山ペア

第３位　森・江波戸ペア、白石・藤田ペア

【一般男子】
優　勝　池田　一男　　　

準優勝　鶴園　光朗

第３位　清水　　朗

【中学生男子】
優　勝　石川　葉樹　　　

準優勝　加藤　拓海

第３位　榎本　悠翔

【小学生の部】
優　勝　青山　千鶴　　　

準優勝　伊藤　樹愛

【一般女子】

優　勝　岩崎　紗理奈　　

準優勝　石埜　京子

第３位　松長　美代

【中学生女子】
優　勝　宮川　なつこ　　

準優勝　吉田　美紅

第３位　横木　優夏

【混合ダブルス】
優　勝　池田・竹澤組　　

準優勝　深水・藤江組

第３位　清水・荒井組

　

平
成
29
年
度
に
各
小
中
学
校
の

体
育
施
設
、
墨
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

公
共
用
地
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　

定
期
的
に
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
１
月
６
日
㈮
か
ら
２
月
２

日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
希
望
日
が
重
複
し

た
場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
定
期
利
用
し
て
い
る
団

体
も
新
た
に
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
に
必
要
な
書
類
は
、
生
涯

学
習
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

利
用
対
象　

町
内
に
在
住
、
在
勤

し
て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

10
人
以
上
の
団
体

申
請
受
付　

１
月
６
日
㈮
～
２
月

２
日
㈭

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４
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酒々井町長杯少年野球大会
酒々井ビッグアローズ 3年ぶり優勝バドミントンミックス大会 結果

秋季町民卓球大会 結果

平成28年度　酒々井町ゴルフ大会

平
成
29
年
度
に
学
校
体

育
施
設
、
墨
ス
ポ
ー
ツ

広
場
、
公
共
用
地
の
利

用
を
希
望
す
る
団
体
は

２
月
２
日
㈭
ま
で
に

申
請
を



　

11
月
19
・
20
日
に
第
38
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
町
中
央

台
公
園
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
初
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
が
降
る
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
町
中
央
公
民
館
で
農
産
物
の
共
進
会

が
行
わ
れ
、
審
査
選
考
の
結
果
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
表

彰
式
が
中
央
台
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
出
店
と
な
る
山
形
県
酒
田
市
か
ら
地
元

酒
蔵
の
お
酒
と
市
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
の
丸
山
市
長
か
ら
「
地
方
自
治

体
の
自
治
体
名
に
「
酒
」
が
付
く
縁
か
ら
、
町
の
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
一

緒
に
お
互
い
の
市
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
二
日
目
は
、
前
日
の
雨
と
は
う
っ
て
か
わ
り
快

晴
と
な
り
、
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

地
元
の
新
鮮
野
菜
、
無
料
配
布
の
豚
汁
や
卵
の
つ
か
み
取

り
、
つ
き
た
て
の
お
餅
な
ど
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

経
済
環
境
課
農
政
振
興
班
☎

３
４
３

農産物共進会の表彰式

農産物共進会に出展された農産物

山形県酒田市から初出店、地元の地酒をＰＲ

酒田市マスコットキャラクターあののん（右）
もまつりを盛り上げてくれました 無料配布の豚汁には長蛇の列ができました 毎年人気のある卵のつかみ取り

ふるさとまつり主会場の中央台公園
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第38回 酒々井町ふるさとまつり



新酒祭会場（飯沼本家）に訪れた方 と々新酒で乾杯

搾りたての新酒が来場者に振る舞われました

広 と々した広場で新酒を堪能する来場者

ＪＲ酒々井駅西口で初開催されたお酒の駅のイベントの様子

梅
の
木
を
枝
渡
り
す
る
目
白
二
羽
は
な
や
ぎ
て
見
ゆ
雨
の
降
る
な
か　
　
　
　
　

竹
下　

康
子

猛
暑
に
も
頭
の
大
き
鶏
頭
の
し
ゃ
ん
と
立
ち
し
よ
我
も
学
ば
む　
　
　
　
　
　
　

莇　
　

光
子

実
り
田
に
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
小
気
味
よ
し
刈
り
入
れ
の
村
に
太
陽
も
笑
む　
　
　

正
井　

和
子

房
を
な
す
万
両
の
実
の
色
づ
き
て
春
ま
つ
枝
の
わ
が
庭
に
あ
り　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

教
子

垣
根
越
し
た
わ
わ
に
実
る
富
有
柿
ジ
ャ
ン
パ
ー
は
お
り
歩
く
夕
暮
れ　
　
　
　
　

横
山　
　

誠

一
番
は
冬
の
太
陽
だ
れ
に
で
も　
　
　
　
　

松
居
美
智
子　

富
山
湾
朝
日
百
選
時
雨
け
り　
　
　
　
　
　

鈴
木　

遊
琴

落
葉
踏
む
音
か
ろ
や
か
に
山
路
行
く　
　
　

梅
澤　

波
葉

酉
一
字
墨
痕
し
る
き
賀
状
か
な　
　
　
　
　

榎　
　

利
美

暮
れ
の
街
盲
導
犬
の
目
の
優
し　
　
　
　
　

荒　
　

裕
子

俳 句

短 歌

文芸コーナー

酒々井の蔵元と駅前でお酒を堪能
　11月20日、「酒々井すいすい倶楽部」主催によ
る11回目の酒々井新酒祭が馬橋の酒蔵飯沼本家
を会場に開かれました。
　当日は神事を執り行ったあと、香りのよい搾り
たての新酒が集まった方々に振る舞われました。
会場の広場では、紅葉した木々を眺めながら家族
や気の合った仲間同士で新酒を酌み交わす様子
が見られました。
　また、今年からはＪＲ酒々井駅西口で県内の
１２の酒蔵の吟醸酒を飲み比べできる「お酒の駅
酒々井」のイベントも開催され、会場に訪れた方々
はそれぞれに個性のある日本酒の味を飲み比べ
ながら自分好みのお酒を探していました。
問い合わせ　住民協働課活動推進班☎ ３６２

　内
う つ み

海　敬
け い こ

子ちゃん（中央台）
＜平成28年７月19日生まれ＞

（家族から一言）
我が家の宝物☆元気に育ってね！

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付をいただきました。
（金銭）　
・酒々井町ふくしチャリティーパークゴルフ交流大会実行委員会　24万 388 円
・木曜の部屋　2万 2千 400 円　・匿名　1万円　・匿名　5千円

ありがとう
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体
も
心
も
元
気
に
な
る
「
し
す
い
ハ
ー
ト

体
操
」
が
で
き
ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
で

き
ま
す
の
で
し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
を
覚
え
て

み
ん
な
で
体
操
し
ま
し
ょ
う
。

日　

程
　
１
月
30
日
㈪
、
２
月
６
日
㈪
、
13

日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪
　
全
５
回

時　

間
　
10
時
～
11
時
30
分

講　

師
　
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ

ラ
マ
ー
　
三
橋
好
子
さ
ん

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装

対　

象
　
20
歳
以
上
の
方

会　

場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員
　
25
人

　
９
月
に
送
付
し
た
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン

の
期
限
は
３
月
10
日
㈮
ま
で
で
す
。
期
限
が

近
づ
く
と
予
約
が
取
れ
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
が
ん
検
診
の
集
団
検
診
は
２
月
１
日
㈬

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
）
〉

20
歳 

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

25
歳 

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

30
歳 

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
昭
和
61
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

35
歳 

昭
和
55
年
４
月
２
日
～
昭
和
56
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

40
歳 

昭
和
50
年
４
月
２
日
～
昭
和
51
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

〈
乳
が
ん
検
診
（
女
性
）
〉

40
歳 

昭
和
50
年
４
月
２
日
～
昭
和
51
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

45
歳 

昭
和
45
年
４
月
２
日
～
昭
和
46
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

50
歳 

昭
和
40
年
４
月
２
日
～
昭
和
41
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

55
歳 

昭
和
35
年
４
月
２
日
～
昭
和
36
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

60
歳 

昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和
31
年

　
　
４
月
１
日
生
ま
れ

○
集
団
で
の
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

。

対
象
者
お
よ
び
検
診
の
種
類

費　

用
　
無
料

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
か
直
接

窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
１
月
20
日
㈮

○
申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
抽
選
し
、
参
加

の
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
を
い
た
し
ま
す

○
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い

○
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事
前
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の
お
話
と
骨
密

度
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

日　

時
　
２
月
９
日
㈭
　
10
時
～
11
時
30
分

（
受
付
９
時
40
分
～
）

会　

場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

費　

用
　
無
料

対　

象
　
71
歳
以
上
（
昭
和
21
年
３
月
31
日

生
以
前
）
の
女
性

内　

容
　
講
話
・
か
か
と
の
骨
密
度
超
音
波

測
定

○
昨
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
れ
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
素
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定　

員
　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

65 歳 からの健康づくり講座
　健康づくりに役立つ講座に参加し、毎日をいきいきと過ごす
ヒントを学びましょう。

①体力アップ教室 B
　簡単な体操で体をメンテナンスします。
日　程　１月19日㈭、26日㈭、２月２日㈭、16日㈭、23日
㈭、３月２日㈭、９日㈭、16日㈭　全８回
時　間　10時～11時30分
講　師　整体師　青木千鶴さん
②やさしいエアロビクス B
　リズムに合わせ体を動かします。
日　程　１月19日㈭、２月２日㈭、９日㈭、16日㈭、３月
２日㈭、９日㈭、16日㈭　全７回
時　間　13時30分～15時
講　師　スポーツインストラクター　田中久美子さん
③初めてのヨガ B
　マットを使い、ゆったりとした動きで体をほぐし整えます。
日　程　１月20日㈮、27日㈮、２月３日㈮、10日㈮、17日
㈮、24日㈮、３月３日㈮、10㈮　全８回
時　間　13時30分～15時
講　師　ヨガインストラクター　久保田真理子さん

対　象　６５歳以上の方
会　場　保健センター
定　員　①20人　②～③25人（申し込み後抽選）
持ち物　飲み物、上ぐつ、タオル、動きやすい服装
　　　　①参加者は上記の他バスタオル２枚
費　用　無料
申込期限　１月12日㈭
※申し込み締め切り後に抽選し、参加の決定された方には後
日通知をいたします。
※毎回血圧測定しますので、早めにお越しください。
※通院されている方は、参加できない講座もありますので、事
前に保健センターへ問い合わせください。
申込方法　保健センターに電話か直接窓口にお越しください。
申し込み・問い合わせ　保健センター

＜各講座の内容＞

＜各講座共通事項＞

16

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

使
い
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

期
限
は
3
月
10
日
㈮
ま
で

み
ん
な
で
や
ろ
う

し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
教
室

骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー



◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受付は、診療時間の15分前までとなります。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受付は、診療時間の15分前までとなります。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
電話 ＃8000
ダイヤル電話からは☎（242）9939

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

会場：保健センター

今月の行事

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ（単
抗原）・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小児用肺
炎球菌・水痘・B型肝炎

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

診療日時

診　療　日 診療時間

月～土曜日 19時～翌日6時

日曜日・祝日

12月29日～1月3日

9時～17時  

19時～翌日6時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科

小 児 科

月～土曜日 19時～23時

日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日

10時～17時

19時～23時

外　　科

歯　　科

日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～1月3日

10時～17時

日 内　　　容 時　　　間

１1日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ28. 2月生

受付
10時～11時

4か月児
Ｈ28. 8月生

受付
13時30分～14時30分

12日㈭
19日㈭
25日㈬

ゆりかごルーム 9時30分～12時

16日㈪
ヘルシーウォーキング
（雨天中止）
汁物塩分測定

受付
9時～9時20分

18日㈬ 3歳児健康診査
Ｈ25.6月・7月生

受付
12時45分～13時15分

16日㈪
23日㈪
30日㈪

健康相談
歯科健康相談

9時30分～11時

　｢

糖
尿
病
の
予
備
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と
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、
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が
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、
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勉
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ま
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か
。

　
バ
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学

習
し
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。
ぜ
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生
活
習
慣
の
見
直
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て
く
だ
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。

日　

時
・
内　

容
〈
表
〉
の
と
お
り

講　

師
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養
士
・
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健
師

定　

員
　
20
人

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
計
算
機
（
電
卓
）、

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物

会　

場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
　
２
月
７
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〈表〉日時・内容

日　　時 内　　容

1
２月 14 日㈫
９時 30 分～ 11 時 30 分

糖尿病とは？
私の食事バランスチェック

2
２月 21 日㈫
９時 30 分～ 11 時 30 分

運動とフットケア
食品交換表を使ってみよう

3
２月 28 日㈫
９時 30 分～ 11 時 30 分

食生活日記で振り返ろう
食事満足度をアップさせよう
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３　佐倉市宮小路町１２　印旛郡市広
域市町村圏事務組合事務局管理課☎

（４８５）０３９７
 http://www.i-kouiki.jp/kouiki/

　県生涯大学校では、健康や仲間づく
り、社会参加に興味のある千葉県在住
の方で、原則として６０歳以上の方（５５
歳以上５９歳の方も一定要件のもと応募
可）を募集しています。
募集期間 １月４日㈬～２月２８日㈫
願書配布場所　生涯大学校各学園、各
市町村高齢者福祉担当課、各地域振興
事務所、県庁高齢者福祉課
※郵送希望者は、１４０円切手を貼った
返信用封筒（角２）を同封し、問い合わ
せ先に郵送。
問い合わせ　〒２６０- ０８０１　千葉市
中央区仁戸名町６６６-２　千葉県生涯
大学校事務局☎（２６６）４７０５
※県庁ホームページからも入手できます。

　平成２９年４月１日付で採用する職員を
次のとおり募集します。
採用予定人数　①一般行政上級1人、
②土木上級(技術職)1人
資格　①②昭和５６年４月２日～平成７
年４月１日までに生まれた方(学歴不問)。
平成７年４月２日以降に生まれた方で学
校教育法に基づく大学(短期大学除く)を
卒業した方(平成２９年３月までに卒業見
込みの方含む)。
試験日　１月２９日㈰
会場　佐倉市立中央公民館
受付期間　１月１０日㈫(必着)
申込方法　試験案内、申込書等は印旛
郡市広域市町村圏事務組合で配布する
ほか、ホームページよりダウンロードがで
きます。
申し込み・問い合わせ　〒２８５‐８５３

移動暴力相談所の開設 印旛郡市広域市町村圏
事務組合職員募集

平成29年度
千葉県生涯大学校学生募集

納付期限
　  1月31日㈫

納税には便利な口座振替を

今月の納期
町 ・ 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第 7 期
第 7 期

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　 4月１日㈮～5月2日㈪
固定資産課税台帳の閲覧　　　4月１日㈮～随時
平成28年度の固定資産税納税通知書は4月11日㈪に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班　☎　114・115内

1月の

相談 募集

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 19日㈭、2月2日㈭ 　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。
２月２日㈭の心配ごと相談は、１月30日㈪まで（先着順１日６件まで）法律相談 12日㈭、26日㈭　13時～16時　社会福祉協議会

人権相談 10日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室 ☎ １３６

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班 ☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター ☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 10日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班 ☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班 ☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
６日㈮ 10時～15時　

役場中央庁舎１階会議室20日㈮ 10時～15時 経済環境課商工観光班 ☎ ３４５

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園 ☎（４８１）７０２１
中央保育園 ☎（４９６）１２７４

年金相談
12日㈭ 10時～15時
税務住民課年金班へお越しください。 税務住民課年金班 ☎ １２１・１２２

日時　１月１８日㈬ １０時～１６時
会場　印旛地域振興事務所（佐倉市鏑
木仲田町８番１）
対応　相談員は、公益財団法人千葉県
暴力団追放県民会議常設の暴力追放相
談委員　※秘密は厳守します。
問い合わせ　千葉市中央区中央４－１３
－７（千葉県酒造会館内）　公益財団法
人千葉県暴力団追放県民会議☎（２５４）
８９３０、 フリーダイヤル（ ０１２０）
０８９３５４

 http://www14.plala.or.jp/boutsui-
chiba/　
　 boutsui-chiba@opal.plala.or.jp
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就活基礎セミナー

インフォメーション

日時　１月３１日㈫～２月１日㈬　１０時
～１６時
会場　イオンモール成田１階（ガーデン
コ－ト）
頒布製品　木製パズル、陶芸製品、バッ
ク、手織り製品、花苗、野菜、エコ針等

【中学部】
日時　２月２日㈭　１０時３０分～１５時
頒布製品　藤かご、手すき紙製品、花
かご、花苗等
会場　イオンモール成田１階（ガーデン
コ－ト）
問い合わせ　香取特別支援学校　担当
教頭☎０４７８（７２）２９１１

【手話学習会＆ミニ懇談会】
日時　１月２２日㈰ １３時３０分～１６時
会場  佐倉市中央公民館
※申し込み・参加費は不要。（初参加の
時のみ、テキスト代１，０００円）
※聞こえに関係なく、誰でも参加できま
す。
※すべて要約筆記（話を要約して、スクリー
ンに映す）でサポートします。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴者・
難聴者協会印旛事務所　 （４６１）
６５３３、吉田 ☎（４９６）２３３１

　こどもが一人ででも安心して来られる
低額または無料の食堂であり、居場所づ
くりとしても全国的に広がりを見せている

「こども食堂」の取り組みをさらに広げて
いくためのイベントを開催します。
日時　１月１５日㈰ １０時～１６時
会場　千葉市文化センターアートホール
対象　一般県民
定員　５００人　※参加無料
内容　①ＮＰＯ法人豊島子どもＷＡＫＵ
ＷＡＫＵネットワーク栗林知絵子理事長
による講演 ②こども食堂実施者によるパ
ネルディスカッション「知って！来て！こど
も食堂」③こどもの支援活動者によるリ
レートーク「つないでいこう！こどもたち

　本セミナーは「就職活動の進め方、必
要な知識、活動は久しぶり」といった方
向けとなっています。本セミナーは雇用保
険受給中の就職活動実績になります。

「雇用保険受給資格者証」をお持ちの方
はご持参ください。またセミナー後には、
相談をすることが可能ですので、予約時
にお申込みください。（１人２０分程度）
日時　１月２７日㈮ １３時３０分～１５時
３０分
会場　八街市役所　第１庁舎３階第１会
議室
対象　就職希望の１５歳～３９歳
定員　２０人（予約制）
主催　八街市、佐倉市、富里市、酒々
井町、ジョブカフェちば
問い合わせ　経済環境課商工観光班☎

３４５・３４６

日時　１月２５日㈬ １４時～１５時30分
（開場１３時３０分）
会場　成田赤十字病院Ａ棟８階講堂
内容　糖尿病について～血糖コントロー
ルのために～
講師　成田赤十字病院糖尿病・内分泌
代謝内科副部長　橘 香穂里
定員　１００人（※参加無料、事前申し
込みが必要）定員になりしだい締め切り。
申込方法　はがき、電話等でお申し込み
ください。（はがきには住所、氏名、連
絡先を記入）。
申し込み・問い合わせ　〒２８６‐８５２３
 成田市飯田町９０－１成田赤十字病院
社 会 課 ☎０４７６（ ２２） ２３１１
７５０４

　生徒が力を合わせて作った製品を頒布
します。

【高等部】

公開健康講座

県立香取特別支援学校
「かよう商店街」

中途失聴・難聴者のみなさんへ

千葉県特定最低賃金
改正について

広がれ、こども食堂の輪！
全国ツアーinちば

業　　種 改正時間額

調味料製造業 ８６８円

鉄鋼業 ９１５円

はん用機械器具
生産用機械器具製造業

８８４円

電子部品 ･ デバイス ･ 電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

８８７円

計量器 ･ 測定器 ･ 分析機

器 ･ 試験機 ･ 測量機械器

具 ･ 理化学機械器具製造

業、医療用機械器具 ･ 医

療用品製造業、光学機械

器具 ･ レンズ製造業、時

計 ･ 同部分品製造業、眼

鏡製造業

８６９円

各種商品小売業 ８４８円

自動車（新車）小売業 ８８０円

参考（平成２８年１０月１日から）

千葉県最低賃金 ８４２円

問い合わせ　千葉労働局労働基準部
賃金室☎（２２１）２３２８

朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
（１月19日㈭～）

毎週日曜日開催（１月29日㈰～）

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

お知らせ

催し・講座 のいまと未来」など
主催　ＮＰＯ法人ちばこどもおうえんだ
ん、一般社団法人千葉社会福祉士会、
社会福祉法人千葉県社会福祉協議会
後援　千葉県、千葉市教育委員会、松
戸市、松戸市教育委員会
申込方法　氏名、電話番号を記載し、
１月１０日㈫までに郵送・ＦＡＸ・電子メー
ル等でお申し込みください。
申し込み・問い合わせ　「広がれ、こど
も食堂の輪！inちば」実行委員会事務局
　千葉県社会福祉協議会地域福祉推進
班内（担当　二枝・川上）〒２６０－
８５０８千葉市中央区千葉港４－３ ☎

（ ２４５） １１０２、　 （ ２４４）
５２０１、　  nieda@chibakenshakyo.
com

　千葉県特定最低賃金（７業種）が平
成２８年１２月２５日から下記のとおり改
正されました。
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広島東洋カープに入団する坂倉将吾さん 本人直筆のサイン

20

【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日
29日㈰ 8:30 ～ 12:00

 2016 年プロ野球ドラフト会議において広島東洋カープか

ら指名を受け入団することが決まった、酒々井中学校の卒業

生（平成 25 年度卒、現東京都日本大学第三高等学校 3 年生、

捕手）坂倉将吾さんが 11 月 18 日に小坂町長を表敬訪問し、

日　　時 内　　　容
６日㈮ 11時 ギター演奏（飯田さん）
10日㈫ 11時 読み聞かせ
13日㈮ 11時 わらべうたであそぼう
16日㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
17日㈫ 11時 つくってあそぼう
18日㈬ 11時 ふれあい遊び・親子で体操
20日㈮ 11時 ０歳児のための読み聞かせ
23日㈪ 10時30分 折り紙の会
25日㈬ 11時 誕生会

会場　しすいあいあいルーム　役場西庁舎１階
問い合わせ　こども課子育て支援班☎ ３７２

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021 25日㈬ 大型絵本

乳
幼
児
と
保
護
者

中央保育園
☎（496）1274

４日㈬ 餅つき
（要予約限定3組）

11日㈬ 親子で体操
18日㈬ 読み聞かせ
25日㈬ エプロンシアター

時間　９時～ 11時　問い合わせは各保育園へ

しすい「あいあいルーム」

子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー

子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー

1月

4月

1月のプリミエール酒々井

●プリミエール酒々井のホームページ
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　1～4、10、16、23、30日
　　　　図書館　　　1～４、10、16、１9、23、30日
問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　 12日㈭　15時30分～
　　　　　　　 22日㈰　15時～図書館

みんなおいでよ！園庭開放

日　　時 内　　　容

13日㈮ 10時10分 はじめて見学会

14日㈯ 10時 パパと来る日（親子体操・おえか
き大会）

16日㈪ 10時30分 作ってあそぼう（お正月製作・鬼
のお面作り）

24日㈫ 10時10分 保育士講話『発達段階にあった接
し方、言葉がけ』

26日㈭・27日㈮・
30日㈪・31日㈫
10時～ 14時

子育てリサイクルデー（中古の玩
具衣類等）

会場・問い合わせ　昭苑保育園　☎（３１２）４７９７

しょうえん「こども こそだてルーム」

広島東洋カープに入団が決まった
坂倉さんプロ野球での活躍に期待

今後の活躍を誓いました。坂倉さ

んは「一日でも早く一軍で活躍が

出来るように頑張りたい。試合に

出場したときには地元の方々にぜ

ひ球場に足を運んでもらい応援を

していただければうれしいです」

と話されました。笑顔がとても素

敵な坂倉さん、カープファンから

すぐに愛されることでしょう。町

民皆も応援しています。

広島東洋カープに入団が決まった広島東洋カープに入団が決まった広島東洋カープに入団が決まった
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